
今
回
の
応
募
及
び
審
査
の
状
況

　

新
春
を
迎
え
、
謹
ん
で
新
年
の
御
挨
拶
を

申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
６
月
、
７
月
の
大
雨
を
始
め
と
す
る

自
然
災
害
が
全
国
各
地
で
発
生
し
、
甚
大
な
被

害
が
生
じ
ま
し
た
。
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
の
御

冥
福
を
お
祈
り
す
る
と
と
も
に
、
被
災
さ
れ
た

方
々
に
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、

被
災
地
で
復
旧
・
復
興
に
尽
力
さ
れ
て
い
る
関

係
者
の
皆
様
方
の
御
努
力
に
敬
意
を
表
す
る
と

と
も
に
、
被
災
地
の
一
日
も
早
い
復
旧
・
復
興

に
向
け
て
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

戦
後
我
が
国
に
お
い
て
造
成
し
て
き
た
人
工

林
の
多
く
が
利
用
期
を
迎
え
て
お
り
、「
伐
っ

て
、
使
っ
て
、
植
え
て
、
育
て
る
」
森
林
資
源

の
循
環
利
用
の
サ
イ
ク
ル
を
確
立
し
、
２
０
５

０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
と
地
域

の
林
業
・
木
材
産
業
の
成
長
産
業
化
に
貢
献
し

て
い
く
こ
と
が
重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
林
野
庁
で
は
、
路
網
の
整
備
、

搬
出
間
伐
の
実
施
、
再
造
林
の
低
コ
ス
ト
化
、

高
性
能
林
業
機
械
の
導
入
、
木
材
加
工
流
通
施

設
の
整
備
、
林
業
の
デ
ジ
タ
ル
化
・
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
、Ｊ
Ａ
Ｓ
構
造
材
や
Ｃ
Ｌ
Ｔ
等
の
建
築

物
へ
の
利
用
促
進
等
に
努
め
て
い
く
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
近
年
、
こ
れ
ま
で
に
な
く

豪
雨
等
に
よ
る
災
害
が
頻
発
化
・
激
甚
化
し
て

お
り
、
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靱
化
の
た
め
の

森
林
整
備
や
治
山
事
業
を
着
実
に
実
施
し
て
い

く
こ
と
が
よ
り
一
層
重
要
に
な
っ
て
く
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

昨
年
10
月
、
社
会
問
題
化
し
て
い
る
花
粉
症

に
つ
い
て
関
係
閣
僚
会
議
が
開
か
れ
、「
花
粉

症
対
策
初
期
集
中
対
応
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
が
決
定

さ
れ
ま
し
た
。
花
粉
症
の
原
因
で
、
有
病
率
が

最
も
高
い
ス
ギ
花
粉
を
減
少
さ
せ
る
た
め
、
発

生
源
で
あ
る
ス
ギ
人
工
林
の
面
積
を
10
年
後
に

約
２
割
減
少
さ
せ
る
こ
と
を
目
指
し
、
そ
の
伐

採
・
植
替
え
等
の
加
速
化
、
ス
ギ
材
需
要
の
拡

大
、
花
粉
の
少
な
い
苗
木
の
生
産
拡
大
、
林
業

の
生
産
性
向
上
及
び
労
働
力
の
確
保
等
を
集
中

的
に
実
施
す
る
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
施
策
に
必
要
な
予
算
を
令
和
５
年
度

補
正
予
算
で
新
た
に
措
置
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、

花
粉
症
対
策
を
着
実
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
林
業
界
に
お
け
る
人
手
不
足
が
課
題

と
な
る
中
、
作
業
現
場
に
お
け
る
労
働
安
全
の

確
保
に
配
慮
し
つ
つ
、
外
国
人
材
の
受
入
れ
を

進
め
て
い
く
こ
と
も
重
要
で
す
。
林
業
に
つ
い

て
は
、
現
時
点
で
は
１
年
間
就
業
可
能
な
技
能

実
習
１
号
の
み
が
適
用
対
象
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
複
数
年
の
就
業
が
可
能
な
技
能
実
習
２
号
・

３
号
、
特
定
技
能
１
号
の
適
用
対
象
に
本
年
中

に
追
加
さ
れ
る
よ
う
、
引
き
続
き
業
界
団
体
の

皆
様
と
も
連
携
し
、
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
我
が
国
は
、
人
口
の
減
少
・
高
齢

化
が
加
速
化
す
る
局
面
を
迎
え
ま
す
。
こ
れ
ま

で
木
材
需
要
の
大
半
を
占
め
て
き
た
住
宅
分
野

で
の
国
産
材
の
利
用
促
進
に
加
え
て
、
非
住
宅

分
野
の
公
共
建
築
物
・
中
高
層
建
築
物
の
木
造

化
・
木
質
化
を
進
め
、
国
産
材
需
要
の
さ
ら
な

る
拡
大
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
近
年
、
地
球
規
模
で
の
温
暖
化
防
止

対
策
と
し
て
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
削
減
を

進
め
る
取
組
が
活
発
化
し
て
い
ま
す
。
国
内
で

は
Ｊ-

ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
の
活
用
が
進
む
と
と

も
に
、
昨
年
10
月
に
は
東
京
証
券
取
引
所
に

カ
ー
ボ
ン
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
市
場
が
開
設
さ
れ
ま

し
た
。
森
林
に
つ
い
て
も
、
森
林
管
理
に
よ
る

温
室
効
果
ガ
ス
の
吸
収
量
を
ク
レ
ジ
ッ
ト
と
し

て
認
定
す
る
取
組
が
進
ん
で
お
り
、
令
和
５
年

の
森
林
由
来
の
Ｊ-

ク
レ
ジ
ッ
ト
の
認
証
量
は

昨
年
過
去
最
高
を
記
録
い
た
し
ま
し
た
。
今
後

と
も
、
森
林
分
野
で
の
活
用
拡
大
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　

令
和
６
年
度
は
森
林
環
境
税
の
課
税
が
開
始

さ
れ
、
森
林
環
境
譲
与
税
の
譲
与
額
が
約
６
０

０
億
円
に
増
額
と
な
る
節
目
の
年
で
す
。
さ
ら

に
、
令
和
６
年
度
税
制
改
正
で
は
、
森
林
整
備

を
一
層
推
進
す
る
観
点
か
ら
、
森
林
環
境
譲
与

税
の
譲
与
基
準
が
見
直
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て

い
ま
す
。
国
民
の
皆
様
に
御
負
担
い
た
だ
く
こ

の
貴
重
な
税
を
効
果
的
に
活
用
し
、
そ
の
取
組

の
成
果
を
積
極
的
に
示
し
て
い
く
こ
と
が
重
要

と
考
え
て
お
り
、
林
野
庁
と
し
て
も
活
用
促
進

に
向
け
た
市
町
村
に
対
す
る
き
め
細
か
な
サ

ポ
ー
ト
や
広
報
の
取
組
強
化
を
行
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

　

国
有
林
に
つ
い
て
は
、
山
地
災
害
の
防
止
、

地
球
温
暖
化
防
止
や
生
物
多
様
性
の
保
全
な
ど

令
和
６
年

青
山
長
官
年
頭
所
感

森
林
の
公
益
性
に
対
す
る
国
民
の
期
待
が
高
ま

る
中
で
、
昨
年
12
月
に
策
定
し
た
国
有
林
野
の

管
理
経
営
に
関
す
る
基
本
計
画
に
基
づ
き
、
公

益
を
重
視
し
た
管
理
経
営
を
よ
り
一
層
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
事
業
者
が
一
定
期
間
の
う
ち
に
安
定

的
に
樹
木
を
採
取
で
き
る
「
樹
木
採
取
権
制
度
」

が
全
国
８
か
所
で
動
き
出
し
て
お
り
、
地
域
に

お
け
る
効
率
的
か
つ
安
定
的
な
林
業
経
営
の
育

成
を
図
る
と
と
も
に
、
川
中
と
の
連
携
を
通
し

て
国
産
材
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
強
化
に
も

貢
献
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

令
和
７
年
４
月
に
施
行
さ
れ
る
「
改
正
ク

リ
ー
ン
ウ
ッ
ド
法
」
に
つ
い
て
は
、
合
法
伐
採

木
材
等
の
流
通
及
び
利
用
が
促
進
さ
れ
る
よ

う
、
木
材
関
連
事
業
者
だ
け
で
な
く
、
広
く
消

費
者
の
皆
様
の
御
理
解
も
頂
く
必
要
が
あ
り
ま

す
の
で
、
関
係
者
へ
の
周
知
等
を
行
い
、
違
法

伐
採
対
策
の
取
組
を
強
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

林
野
庁
と
し
て
は
、
こ
れ
ら
の
取
組
を
通
じ

て
森
林
・
林
業
・
木
材
産
業
を
持
続
的
に
発
展

さ
せ
、
ま
た
、
我
が
国
に
暮
ら
す
全
て
の
皆
様

が
、
林
産
物
の
供
給
、
国
土
の
保
全
、
水
資
源

の
か
ん
養
、
二
酸
化
炭
素
の
吸
収
、
生
物
多
様

性
の
保
全
な
ど
森
林
の
有
す
る
多
面
的
機
能
の

恩
恵
を
末
永
く
享
受
で
き
る
よ
う
、
日
々
邁
進

し
て
い
く
所
存
で
す
。
本
年
も
、
関
係
者
の
皆

様
、
そ
し
て
国
民
の
皆
様
の
御
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

結
び
に
、
本
年
が
、
皆
様
一
人
ひ
と
り
に
と
っ

て
、
実
り
多
き
素
晴
ら
し
い
一
年
に
な
り
ま
す

よ
う
、
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
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